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よくない現実を しつかり見つめ

押し返す勇気をもとう

(大江健三郎 「届け、希望の言葉Jよ り)

まだ寒いかカモメよ (山下公園)撮 影 :雨宮和雄

退
職
後
ま
も
な
く
横
浜
市
の

「地
区
セ

ン
タ
ー
」
と
か

「老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
か
ら
紙
ヒ
コ
ー
キ
づ
く
り
指
導
の
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。

地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
は
い
つ
も

の
と
お
り
子
ど
も
相
手
で
し
た
が
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
は
シ
エ
ア
の

方
が
対
象
で

「近
所
の
子
ど
も
や
孫
た
ち

に
紙
ヒ
コ
ー
キ
作
り
を
教
え
ら
れ
る
よ
う

に
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
の
紙
ヒ
コ
ー
キ
材
料
は
古

ハ
ガ
キ
を
再
利
用
し
ま
す
。
ほ

か

に
割
り
箸
と
か
焼
き
鳥

の

「鉄
砲
串
」
を
再
利
用
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

紙
ヒ
コ
ー
キ
に
は
ピ

ン
か
ら

キ
リ
ま
で
あ

っ
て
、
や
さ
し
い

「折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
」
か
ら
、

滞
空
時
間
を
競
う
競
技
用
で
、

ケ
ン
ト
紙
を
切

っ
て
貼
り
合
せ

て
作
る

「高
度
」
な
も
の
ま
で

あ
り
ま
す
。
古

ハ
ガ
キ
で
作
る

も
の
は
そ
の
中
間
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

落
語
？
に
、
弟

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
ヒ
コ
ー

キ
は
な
ぜ
飛
ぶ
の
？
」
、
兄

「
バ
カ
だ
な
―

飛
ば
な
き

ゃ
ヒ
コ
ー
キ
じ
や
な
い
だ
ろ
う

…
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
古

ハ
ガ
キ
ヒ

コ
ー
キ
は
よ
く
飛
び
ま
す
。

地
域
の
小
学
校
や
青
少
年
施
設
な
ど
で

子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
作

っ
て
飛
ば
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
で
作

っ
た
ヒ
コ
ー
キ
が

飛
ん
だ
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
輝

い

て
い
ま
す
。

モ
ノ
が
あ
ふ
れ
る
現
代
で
は
自
分
で
モ

ノ
を
作
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
も
自
分
で

「作
る
喜
び
」
を
味

わ
う
機
会
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

た
か
が
紙
ヒ
コ
ー
キ
と

い
え
ど
も
航
空

力
学
の
理
論
に
適

っ
て
い
な

い
と
う
ま
く

飛
ば
な
い
の
で
す
。
紙
ヒ
コ
ー
キ
づ
く
り

は
子
ど
も
た
ち
が
科
学
技
術

へ
の
興
味
を

持

つ
契
機
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
が

な
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
ら
れ

る
の
が

一
番
の
楽
し
み
で
す
。

作
り
方
を
知
り
た
い
方
５
１
‐０
人
程
度

ま
と
ま
れ
ば
出
向
き
ま
す
。
た
だ
し
、
私

の
交
通
費
と

コ
ピ
ー
経
費
な
ど
の
実
費
は

ご
負
担
く
だ
さ
い
。

飛
ば
す
場
所

（屋
内
な
ら
体
育
館
な
ど

天
丼
の
高

い
と
こ
ろ
、
屋
外
な
ら
校
庭
や

公
園
な
ど
の
広
場
で
風
が
な
い
か
弱

い
こ

と
）
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
（秋
中

一
允
）

紙ヒコーキの楽 しみ
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楽
し
い
処
味
の
会

趣
味
の
会
は
、
長
生
き
の
散
歩
道

ご

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
”

第
７
回
文
学

・
歴
史
紀
行

秋
の

一
日
の
鎌
倉
歩
き
、
「文
化
の
日
」

と
い
う
休
日
の
た
め
か
参
加
者
が

「家
族

の
集
ま
り
」
な
ど
の
た
め
少
な
か

っ
た
が

（７
名
参
加
）
、
暑
く
も
寒
く
も
な
く
実

に
気
持
の
良

い

一
日
だ

っ
た
。
北
鎌
倉
駅

の
前
に
集
合
し
、
途
中
、
建
長
寺
前
の
ベ

ン
チ
で
お
弁
当
を
広
げ
て
の
休
け
い
を
は

さ
み
、
お
と
ず
れ
た
の
は

「宝
物
風
入
」

と
い
う
年

一
度
の
行
事
中
の
建
長
寺
や
円

磨
寺
、
覚
園
寺
、
鎌
倉
国
宝
館
。
円
雁
寺

で
は
、
あ
の
世
に
行

っ
た
時
、
あ
ん
な
に

コ
ワ
イ
閣
魔
王
な
ど
十
王
の
と
こ
ろ
を
通

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
現
世
で
悪

い
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
気

持
に
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
巨
福
呂

坂
の
切
通
し
を

い
く
と
、
１３
世
紀
の
鎌
倉

幕
府
の
行
な

っ
た
道
路
建
設
工
事
に
思

い

が
す
す
み
、
大
変
な
労
働
だ

っ
た
だ
ろ
う

な
、
と
感
じ
る
。

鎌
倉
観
光
の
中
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
所
と
し
て
今
回
の
案
内
人
、
生
方
さ

ん
は
建
長
寺
奥
の
神
雷
部
隊
々
員
の
慰
霊

碑
に
運
れ
て
行

っ
て
下
さ

っ
た
。
４４
年
１０

月
１
日
、
多
量
の
爆
薬
を
の
せ
た
小
型
飛

行
機

『桜
花
』
は
人
間
爆
弾
機
と
し
て
編

成
さ
れ
た
。
そ
の
戦
死
者
約
８
０
０
名
の

名
前
が
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
若

い
彼
等

の
命
の
上
に
あ
る
現
在
の
私
達
、
改
め
て

「憲
法
９
条
を
大
事
に
守
り
伝
え
よ
う

・
／
」

と
い
う
気
持
が
強
く
心
に
響

い
た
。

国
宝
館
の
覚
園
寺
特
別
展
で
愉
快
な
糾

も
の
を
み
つ
け
た
。
重
要
文
化
財
の

「十

二
神
将
立
像
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
上
に
そ

れ
ぞ
れ
十
二
支

の
動
物
の
頭
部
が
ち
ょ
こ

ん
と
乗

っ
か

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
皆
で

自
分
の
十
二
支

の
動
物
を
み
つ
け
あ

い
楽

し
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
文
子
）

高
齢
者
に
と
っ
て
、
冬
の
風
邪
は
や
は

り
怖
い
も
の
で
す
。
０５
年
も
１１
月
２４
日
閃

に
上
野
多
恵
子
会
員
の
指
導
に
よ
り
、
恒

例
の
風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
年
金
組
合
の
方
々
を

加
え
て
１７
名
で
し
た
０

献
立

一　

百

合

根

と

生

姜

入

り

御

飯
、

二

ロ
ー
ス
豚
肉
と
玉
葱
、
人
参
、
ピ
ー
マ
ン
、

五
味
子
酢
入
り
酢
豚
風
煮
物
、
三
　
季
節

の
黄
菊
、
白
黒
木
耳
、
胡
瓜
、
も
や
し
、

砕

い
た
落
花
生
を
五
味
子
酢
で
あ
え
た
菊

花
涼
件
、
四
　
山
芋
、
人
参
、
豚
も
も
薄

切
り
、
生
椎
茸
、
舞
茸
、
し
め
じ
、
葱
に

昔
⌒者
の
煎
じ
‘松
を
加
え
た
き
の
こ
汁
、
五

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
林
稿
、
ネ
ー
ブ
ル
オ
レ

ン
ジ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
バ
ナ
ナ
、
レ

モ
ン
、
拘
杷
子
を
蜂
蜜
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
で

あ
え
た
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ

冬
は
立
冬
か
ら
立
春
ま
で
、
小
雪
、
大

雪
、
冬
至
、
小
寒
、
大
寒
の
節
気
が
あ
り

一
番
寒

い
季
節
で
す
。
特
徴
は
寒
さ
と
乾

燥
で
す
が
、
そ
の
邪
気
で
あ
る
寒
邪
と
燥

邪
が
腎
臓
や
呼
吸
機
管
を
痛
め
る
為
、
薬

膳
で
は
補
気
、
補
血
、
滋
陰
、
補
陽
の
た

め
の
生
薬
と
食
材
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用

し
ま
す
。
ど
う
で
、
体
に
気
を

つ
け
て
冬

を
乗
り
切

っ
て
下
さ
い
。
　
　
（亀
井
禎
子
）

頼
朝
の
庶
子
説

０５
年
１１
月
１４
日
側
　
参
加
者
　
１７
名

嶋
津
忠
久
出
生
の
な
ぞ

忠
久
の
父
は
源
頼
朝
（３２
歳
の
時
の
子
）
、

母
は
比
企
氏
判
官
の
妹
丹
後
局
で
す
。
丹

後
局
の
母
が
比
企
局
で
頼
朝

の
乳
母
、
つ

ま
り
頼
朝
と
は
乳
兄
妹
と
言
う
こ
と
で
す
。

政
子
が
妊
娠
を
知

っ
た
の
を
恐
れ
、
従
者

致
人
と
姿
を
隠
し
神
社
で
密
か
に
出
産
。

こ
れ
を
関
白
近
衛
基
通
が
知
り
頼
朝
の
耳

に
入
れ
、
頼
朝
三
郎
と
名
付
け
ま
し
た
。

三
郎
は
近
衛
氏
に
育
て
ら
れ
る
が
、
後
に

母
丹
後
局
が
惟
宗
広
元
に
嫁

い
だ
後
に
三

郎
も
引
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
治
元
年
、
頼
朝
は
鶴
ヶ
同
八
幡
宮
で

三
郎
を
元
服
さ
せ
忠
久
と
名
付
け
、
名
刀

を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
伊
勢
回
波
出
御
厨

須
可
御
庄
地
頭
に
任
じ
ま
し
た
。
二
年
丙

午
春
正
月
五
日
、
忠
久
に
信
濃
国
塩
田
ノ

庄
地
頭
、
三
日
後
大
隅
日
向
薩
摩
三
州
の

地
頭
に
、
続

い
て
三
州
の
守
護
職
を
命
じ
、

嶋
津
の
氏
、
十
文
字
を
家
紋
と
、
大
十
文
字

ノ
太
刀
、
小
十
文
字
ノ
太
刀
を
与
え
ま
し
た
。

後
に
忠
久
が
比
企
能
員
の
変
に
連
座
し

て
守
護
職
を
没
収
さ
れ
ま
す
が
、
ま
も
な

く
再
任
さ
れ
る
な
ど
忠
久
お
よ
び
そ
の
後

の
嶋
津
氏
に
対
す
る
鎌
倉
幕
府
の
処
遇
の

仕
方
は
、
頼
朝
に
し
て
は
息
子
忠
久
に
は

寛
容
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
を
持

つ
親
の

気
持
は
み
ん
な
同
じ
な
の
で
す
ね
。

現
在
の
頼
朝
の
墓
の
な
ぞ

現
在

の
墓
の
前
の
香
炉
台
に
「①
の
印
」
、

こ
れ
は
嶋
津
家
の
家
紋
で
す
。
『寛
政
重
修

諸
家
譜
』
嶋
津
の
項
で
は
、嶋
津
忠
久
の
頼

朝
ご
落
胤
説
を
と

っ
て
い
ま
す
。
幕
末
の

薩
長
倒
幕
連
合
以
前
、
薩
長
は
仲
が
悪
く

神雷部隊戦没者慰霊碑 佐 藤善治撮影

目
倒
円
日
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い
が
み
あ

っ
て
お
り
、
長
州
は
薩
摩
が
頼
朝

の
子
孫
と
い
う
の
が
面
白
く
な
く
、大
江
広

元
の
子
孫
で
あ
る
と
鎌
倉
に
乗
込
ん
で
き

て
、
現
在
の
嶋
津
忠
久
の
墓
と
な
ら
べ
て

頼
朝
、
広
元
の
墓
を
造

っ
た
と

い
い
ま
す
。

ま
た

『同
書
』

の
頼
朝

の
乳
母
比
企
局

二
女
丹
後
局
は
比
企
出
身
で
あ
る
こ
と
は

す
べ
て

一
致
し
て
い
る
。
丹
後
局
が
病
床

の
お
り
頼
朝
は
ひ
そ
か
に
見
舞
わ

っ
た
と

あ
る
。
頼
朝
に
見
舞
て
も
ら

っ
た
丹
後
局

は
病

い
復
し
頼
朝
が
安
心
し
た
と
あ
り
ま

す
。
丹
後
局
は
薩
摩
に
迎
え
ら
れ
そ
こ
で

没
し
た
よ
う
で
す
。
現
在
放
映
中
の
源
義

経

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
に
見
ら
れ
る
頼
朝
に
も
、

こ
ん
な
優
し
さ
が
あ

っ
た
の
か
と
思
う
と

ほ
っ
と

い
た
し
ま
す
。
　

　

（佐
藤
富
美
栄
）

閣
剛
団
倒
剛
冊
倒
倒
曰

‐２
月
例
会

神
谷
雄
さ
ん
が
全
勝
優
勝

忘
年
囲
碁
大
会
に
２０
人
参
加

県
職
労
退
職
者
こ
だ
ま
会
主
催
の
忘
年

囲
碁
大
会
が
１２
月
４
日
横
浜

・
石
川
町
の

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
会
員

な
ど
２０
名
が
参
加
し
、
朝
１０
時
か
ら
夕
方

４
時
半
過
ぎ
ま
で
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ

ま
し
た
。
当
日
同
会
館
は
プ
ラ
ザ
ま

つ
り

で
賑
わ

っ
て
お
り
、
な
か
に
は
囲
碁
大
会

を
見
に
立
ち
寄
る
人
も

い
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
棋
院
尚
司
和
子
棋
士
が
ふ
ら
り
と
来

ら
れ
、
し
ば
ら
く
大
会
の
様
子
を
見
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

成
績
優
秀
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通

り
で
す
。
（敬
称
略
）

四
勝
賞
　
　
神
谷
雄

三
連
勝
賞
　
福
田
直
康
、
箕
輪
静
雄
、

分
銅
良
直

三
勝
賞
　
　
千
野
忠
良
、
井
口
潔
（共呈
　
堂
里士
由）

第
１１
回
薄
炉
水
塑
文
化
祭
開
か
れ
る

０５
年
１１
月
２６
日
□
、
県
退
職
者
会
の
文

化
祭
が
市
従
会
館
で
開
か
れ
、
２００
名
を
超

え
る
仲
間
が
元
気
に
、
楽
し
く
集

い
ま
し

た
。
こ
だ
ま
会
で
は
田
宮
流
居
合
の
稲
本

さ
ん
な
ど
が
出
演
し
て
、
会
場
を
湧
か
せ

ま
し
た
。

実
行
委
員
お
よ
び
当
日
の
お
手
伝

い
の

方
が
た
、
あ
り
が
と
う
、
お
つ
か
れ
さ
ま
。

（木
村
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
が
る

会
報
７０
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
の
充
実
を
図

る
た
め
、
０５
年
１１
月
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
な
の
で
、
ま
だ
、
メ
ニ
ュ
ー

は
少
な

い
の
で
す
が
、
今
後
、
漸
次
、

内
容

の
充
実

に
努
め
て
い
き
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
は
次

の
よ
う
な
項
目

（
一

部
）
で
す
。
①
年
金

・
医
療

・
介
護
保

険
制
度
な
ど
に
関
す
る
情
報
や
資
料
②

「
県
職
員
九
条

の
会
」
に
ず
し加
入
を
―

０５
年
１２
月
８
国
内
夜
、
横
浜
駅
西
回
の

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

・
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
「県
職
員
九
条

の
会
」

の
結
成
総

会
が
開
か
れ
、
こ
の
会
が
正
式
に
発
足
し

ま
し
た

（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

会
報
７０
号
送
付
の
際
、
こ
の
会
の
呼
び

か
け
人

・
会
員
に
な

っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
ま
で
に
９３
人

の
方
々
か
ら
参
加
の
意
思
表
示
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
憲
法
九
条
改
正
の
動
き
は

一

段
と
強
ま

っ
て
い
ま
す
。
自
民
党
は
新
憲

法
草
案
を
発
表
し
、
九
条
二
項
の
削
除
を

明
確
に
し
ま
し
た
。
民
主
党
の
前
原
代
表

も
憲
法
九
条

二
項
改
正
と
自
衛
隊

の
活

趣
味
の
会
を
初
め
と
す
る
行
事
や
予
定

③

「県
職
員
九
条
の
会
」
の
活
動
④
地

方
自
治
体
に
関
す
る
重
要
な
情
報
⑤
相

続

・
遺
言
の
基
礎
知
識
⑥
成
年
後
見
制

度
②
会
員
の
お
便
リ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

な
お
、
原
稿
や
資
料
は
す
べ
て
、
会
員

の
知
識
と
力
量
に
依
拠
し
て
作
成
す
る

予
定
な
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
ご
要
望
を
メ
ー
ル

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　

（生
方
武
羅
夫
）

ゴ
付”ｏ
”＼
＼
汗
０
０
”
コ】”
汗
”
Ｆ
の
Ｄ
汗
≡
】、Ｄ
Ｆ
●
一０
＼

●
‐コ〕Ｄ
ュ
い汗
Ｏ
α
い
ヨ↓い
（∪
ポ
の
コ
∽
く
〇
汗
」
】・〇
宮
コ
①
」や

動

・
能
力
の
拡
大
を
公
然
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
改
憲
手
続
き
を
定
め
る
国

民
投
票
法
案
の
成
立
に
向
け
て
自
公
民
三

党
の
協
議
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。　
一
方
、

憲
法
九
条
を
守
ろ
う
と
す
る
国
民
の
運
動

も
着
実
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

「県
職
員
九
条

の
会
」
は
、
各
自

の
支

持
政
党
や
所
属
す
る
労
働
組
合

・
団
体
な

ど
の
違

い
を
乗
り
越
え
て
、
憲
法
九
条
を

守
る
と

い
う

一
点
で
手
を

つ
な
ぎ
、
運
動

を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

多
く
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
会
に

加
入
さ
れ
、
憲
法
九
条
を
守
る
運
動
に
参

加
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
だ
ま
会
に
未
加
入
の
県
庁
Ｏ
Ｂ

の
方
に
も
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
（生
方
武
羅
夫
）
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●
第
八
回
文
学

・
歴
史
紀
行

足
利
氏
と
鎌
倉
そ
し
て
宋
風
美
術

主
な
コ
ー
ス

（健
脚
向
き
）

鎌
倉
宮

（東
光
寺
跡
）
―
覚
園
寺
―

百
八
や
ぐ
ら
―
天
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
ー
瑞
泉
寺

（永
安
寺
跡
）

日
　
時
　
５
月
１３
日
側

午
前
１０
時

場
　
所
　
鎌
倉
駅
東
口
八
幡
宮
側
集
合

資
料
費
　
一二
〇
〇
円

（拝
観
料
別
）

そ
の
他
　
弁
当

・
飲
み
物
を
持
参

雨
天
の
場
合
は
中
止

ガ
イ
ド
　
生
方
武
羅
夫
会
員

参
加
申
し
込
み
先
は

▼
生
方
武
羅
夫

ＴＥＬ

０４５

‐

８２３

‐

２

１

６

６

賦
０４５
‐
８２３
‐

‐
３
０
１

▼
こ
だ
ま
会
事
務
局

（火
）

阻
０４５
‐
２‐２
‐

３
１
７
９

●
囲
碁
同
好
会

月
例
会
に
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
毎
月
第

一
日
曜
日
１１
時
―

と
こ
ろ
　
囲
碁
サ
ロ
ン
　
有
心

横
浜
駅
西
口
大
洋
ビ
ル
６
階

△
ム
　
費
　
六
〇
〇
円

申
込
み
先
は

こ
だ
ま
会
事
務
局

ＴＥＬ
０４５
‐

２‐２
‐
３
１
７
９

青
沼
慶
祐

ＴＥＬ
０４５
‐

７８２
‐

７
６
６
５

来
立
　
豊
吉

ＴＥＬ
０４５
‐
８２４
‐

７
１
５
５

●
俳
旬
教
室

毎
月
第
二
木
曜
日
１３
時
３０
分
か
ら
‐６

時
頃
ま
で
、
こ
だ
ま
会
事
務
所
で
開
い
て

い
ま
す
。春
と
秋
の
吟
行
（旅
先
で
句
会

を
催
す
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
、
楽
し
い
句

会
で
す
。

指
　
導
　
山
本

つ
ぽ
み
先
生

（阿
不
利
嶺
主
宰
）

費
　
七
〇
〇
円

程
　
２
月
１６
日
、
３
月
９
日
、

４

月

２０

日

、

５

月

１８

日

、

第
二
木
曜
午
後

一
時

場
　
所
　
≡」
だ
ま
会
事
務
局

申
し
込
み
、
問
合
せ
は
、
こ
だ
ま
会

事
務
局

（阻
０４５
‐

２‐２
‐

３
１
７
９
）
ま

た
は
小
川
政
則

（ＴＥＬ
０４２
‐

７４２
‐
２

２
５

３
）
ま
で

●
歴
史
教
室

（散
策
）

と
　
き
　
３
月
２７
日
働
　
１０
時
―

テ
ー
マ
　
当
麻

・
無
量
光
寺
ヘ

相
模
原
付
近
の
寺
を
巡
る

（講
義
）

‐２
日
側
‐０
時
―

経
の
伝
説
地

方
は
、
事
務
局
ま
で
運

日 会

レ
⊂

　

去
ヽ

テ
ー

マ

参
加

絡
を
願

読
む
霊

句
集て

の

ひ

ら

に

新
井
白
象
著

２００
‐
‐‐
／
新
井
博
美
刊

私
家
版

掌
に
溢
れ
残

っ
た
珠
玉
を
い
と
お
し

み
、
心
豊
か
に
詠
み
、
編
ま
れ
た
句
集

で
す
。
著
者
は

「
こ
だ
ま
句
会
」
の
常

運
、
こ
の
本
は
二
冊
目
の
句
集
、
装
禎

も
自
作

で
す
。
九
十
数
句

の
風
物

・

旅

・
生
活
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
礼
文
島

雲
丹
漁
は
終
わ
り
真
昼
を
眠
る
島

心
臓
手
術
の
た
め
入
院

点
滴

の
音
な
き
音

や
朝

の
雪

（木
村
）

①②:昌婆島

こ

だ

ま

俳

増
一
（新
春
句
△こ

九
条
守
る
私
も
参
加
去
年
今
年

尾
根
の
雪

一
点
輝
き
初
日
の
出

駅
伝
の
テ
レ
ビ
に
見
い
る
萎
え
た
脚

穏
や
か
な
母
の
顔
あ
り
年
明
く
る

　

島
田
多
嘉
子

雪
富
士
に
笠
雲
か
か
り
駿
河
湾

光
子

杖
た
よ
り
逢
ひ
に
出
や
う
か
寒
ぼ
た
ん

白
石
　
為
康

さ
き
が
け
て
庭
に
点
じ
し
梅
二
輪

　

］序
　
　
一
衛

カ
レ
ン
ダ
ー
か
け
新
し
き
幸
祈
る

　

鈴
木
志
げ
子

逢
莱
の
朝
日
に
登
る
高
尾
山

白
井
保
次
郎

意
が
な
し
や
と
塩
師
の
届
き
け
り

　

新
井
　
博
美

初
日
の
出
凧
と
鳶
と
が
富
士
め
ざ
す

井
村
　
友
彦

気
が
つ
か
ぬ
段
差
に
転
ぶ
冬

朝

　

　

木
村
　
武
子

や
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
九
条
守
り

水
草

海
に
近
き
聖
樹
も

っ
と
も
明
減
す

　

山
本
つ
ぼ
み

横
川
美
代
子

中
村
　
桂
子
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私
の
六
〇
年

十
作
句
と
と
も
に
小
川
達
子
さ
ん

「
こ
だ
ま
会

の
歴
史
教
室

の
会
計

の
引

継
ぎ
を
し
た
と
こ
で
す
よ
」
と
、　
一
安
心

し
た
様
子
の
小
川
達
子
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
こ
だ
ま
会
で
は
新
井
太
郎
氏

他
７
人
の
世
話
役
の

一
人
と
し
て
、
平
成

２
年
の
史
話
会

（歴
史
教
室
）
発
足
に
参
画

さ
れ
、
案
内
は
が
き
か
ら
受
付
ま
で
地
道

な
仕
事
を
担
当
し
て
１５
年
に
な
る
の
で
す
。

６０
年
前
、
県
庁
で
空
襲
に
道

っ
た

６０
年
前

の
５
月
２９
日
午
前
、
４
５
４
機

の
Ｂ
２９
が
横
浜
に
２
５
６
０
ト
ン
の
焼
夷

弾
を
投
下
し
、
横
浜
市
の
三
分
の

一
を
灰

に
し
た
。
そ
の
横
浜
大
空
襲
の
と
き
県
庁

本
庁
舎
の
入
り
回
の
地
下

へ
行
く
階
段
の

下
に
い
た
。
幹
事

の
古
怒
田
さ
ん
も
県
庁

西
側
の
建
築
課
に
い
た
と
い
う
。
焼
夷
弾

が
屋
上
や
郵
便
局
の
角
の
と
こ
ろ
に
落
ち

た
。
県
庁
の
周
り
の
木
造
家
屋
は
空
襲
に

備
え
て
強
制
取
り
壊
し
と
な
り
、
そ
の
積

ん
で
あ

っ
た
木
材
が
燃
え
、
風
が
吹

い
て

県
庁
の
窓
ガ
ラ
ス
が
熱
く
な

っ
た
。
そ
の

後
、
し
ば
ら
く
県
庁
の
机
の
上
や
、
家
の

防
空
場
で
寝
た
。
自
宅
も
空
襲
で
焼
け
た

が
、
姉
と
父
は
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
。

空
妻
の
夏
や
脳
一異
の
六
〇
年

避
難
所
で
出
会

い
し
家
族
五
月
末

五
月
哀
し
直
撃
受
け
し
叔
母

一
家

終
戦
前
後
の
県
庁
風
俗

私
が
県
庁
に
入

つ
た
こ
ろ
は
、
知
事
は

天
皇
が
任
命
す
る
官
選
知
事

の
時
代
、
国

家
総
動
員
の
戦
時
だ

っ
た
。
は
じ
め
の
職

場
は
内
政
部
金
属
回
収
課
勤
務
、
そ
こ
で

は
貴
金
属
や
ア
ル
ミ
の
１
円
硬
貨
を
集
め

る
仕
事
だ

っ
た
。
役
所
の
文
書
は

候

文

で
縦
書
き
。

コ
ヨ
リ
を
使

っ
て
文
書
を
綴

じ
、
カ
ー
ボ
ン
紙
を
は
さ
ん
で
複
写
を
と

り
、
ガ
リ
版
の
印
刷
だ

っ
た
。

私
も
含
め
て
、
女
子
は
げ
た
履
き
に
も

ん
ぺ
姿
が
多
か

っ
た
。
帯
芯
で
作

っ
た
ズ

タ
ブ
ク
ロ
を
肩
に
下
げ
て
い
た
。

２９
円
の
月
給
を
も
ら
い
、
地
下
の
食
堂
で

‐３
銭
の
雑
炊
を
配
給
の
食
券
で
食
べ
た
。
米

軍
が
横
浜
に
進
駐
す
る
と
き
は
庶
務
課
長

か
ら
女
性
は
自
宅
待
機
せ
よ
と
言
わ
れ
た
。

暖
房
用
の
ス
チ
ー
ム
の
パ
イ
プ
は
供
出

と
な
り
、
半
畳
く
ら
い
の
角
火
鉢
が
各
部

屋
に
置
か
れ
、
炭
が
配
ら
れ
て
い
た
が
足

り
な
い
の
で
机
や
椅
子
を
燃
や
し
て
暖
を

取

っ
て
い
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
は
倉
庫
に
さ

れ
、
大
き
な
お
な
か
の
身
で
大
き
な
や
か

ん
の
お
湯
を
地
下
の
食
堂
か
ら
運
ん
で
い

た
。
正
月
に
は
課
長
の
自
宅

へ
、
年
賀
来

客
の
接
待
お
手
伝

い
に
行

っ
た
。

昼
休
み
に
は
屋
上
で
ラ
ジ
オ
体
操
や
、

ボ
ー
ル
投
げ
を
し
、
中
庭
で
開
か
れ
た
各

部
対
抗
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
応
援
を

し
た
。
好
き
な
人

（現
在

の
夫
）
は
そ
の

エ
ー
ス
だ

っ
た
。

食
料
確
保
の
た
め
、
山
下
公
園
で
サ
ツ

マ
イ
モ
を
作

っ
て
い
た
。

鋤
欽
の
女
子
職
員
や
薯
を
掘
る

真
冬
日
や
机
燃
や
し
て
暖
を
取
り

組
合
の
斡
旋
で
、
住
宅
資
金
貸
し
付
け

を
う
け
て
、
今
の
希
望
が
丘
に
小
さ
い
家

を
建
て
た
。
結
婚
し
た
ら
女
性
は
仕
事
を

や
め
て
家
庭

に
入
る
べ
き
だ
と
友
達

に

言

っ
て
い
た
の
に
、
や
め
ず
に
仕
事
を
続

け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
病
弱
の
姉
の
介
護

を
し
な
が
ら
、
４
人
の
子
供
を
育
て
た
。

衛
生
部
で
４
年
、
そ
の
あ
と
は
民
生
部
で

社
会
福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
た
。
社
会
福

祉
主
事

の
認
定
講
習
会
の
講
師
依
頼
な
ど
、

ま
と
め
役
的
な
仕
事
を
長
く
勤
め
た
。
女

性
と

い
う
こ
と
で
昇
格
は
遅
ら
さ
れ
て
、

同
僚
で

一
番
後
に
さ
れ
た
。

八
十
路
の
楽
し
み

定
年
後
は
非
常
勤
３
年
、
そ
の
後
も
ア
ル

バ
イ
ト

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
。

０５
年
の
２
月
に
主
人
が
心
臓
病
で
入
院
、

３
月
に
は
息
子
が
入
院
し
、
病
院
を
掛
け

持
ち
し
た

り
と
に
し

か

っ
た
。

上
、
日
曜

日
に
は

１

歳
と

３
歳

の
孫
と
大

の
世
話
を

焼
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
今
夜
、
こ
れ
か
ら

俳
句
を
５
句
作
り
、
南
画
を
書

い
て
明
日

も

っ
て
行
く
。
俳
句
、
南
画
、
民
一詰
と
多

く
の
趣
味
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
老
人

会

の
世
話
人
を
や
り
、
生
保
１０
人
会
と
名

づ
け
た
福
祉
の
仲
間
の
集
ま
り
の
永
年
連

絡
員
も
し
て
い
る
。
近
頃
、
歴
史
散
歩
の

会
で
歩

い
て
い
て
も
、

い
つ
も
最
後
尾
に

な

っ
て
い
る
こ
と
が
気
が
か
り
だ

っ
た
の

で
、
世
話
役
の
引
継
ぎ
が
出
来
て
喜
ん
で

い
る
。晩

秋
や
八
十
路
散
歩
の
会
終
わ
る

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
の
大
変
な
時

代
を
、
し
な
や
か
に
た
く
ま
し
く
働

い
て

こ
ら
れ
た
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
当
の

小
川
さ
ん
は

「
い
つ
も

エ
コ
ニ
コ
し
て
い

る
と
言
わ
れ
る
が
そ
う

い
う
身
分
で
は
な

い
、
私
の
休
む
時
は
四
角

い
箱
に
入
る
時

だ
ね
、
あ
の
世
で
懐
か
し
い
人
た
ち
、
親

・

姉
妹
・親
友
・先
輩
と
会
う
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
働
き
尽
く
め
の
生
活
を
振

り
返
る
可
愛

い
笑
顔
で
し
た
。
（米
山
東
伊
）
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>>>>増 税の実態 その大衆課税 くくくく

増税とわたしの所得 怒りとなる

2月のはじめ頃、地方職員共済組合と社会保険業

務センターから 「年金支払通知書」が送られてきま

した。開いてみると、昨年まで課税対象になってい

なかったのに所得税が 1万円以上 (2カ月分)差 し

引かれていました。 1月からの 「所得税の老年者控

除の廃止」
「配偶者控除の廃止」

「公的年金等控除縮

小」によるものでした。

4月 を過ぎると市役所から市民税 ・国保料(税)・

介護保険料の通知が届きました。

約350万円の年金生活者で年金が12万5千300円削

減されたうえに、所得税 ・県民税 ・市民税が 7万 7

千100円の課税、課税対象者になったため国保料 ・

介護保険料のランクが上がり3万 4千 400円のアッ

プ。なんと毎月2万円の減収です。

いちばん比較しやすい平成14年と16年で比較して

みました。

収入減  124,617円 十支出増111,628円 =236,245円

(注)14年に増税改悪がされない場合は、控除額マイ

ナス課税額の189,103円の収入があるまで税金

はゼロでした。

しかし、16年は公的年金控除20万円、老年者控

除50万円、配偶者控除38万円が廃止または、縮

小されたため108万円が控除額から減額され、

課税額が53万円余りとなり、所得税 ・県民税 ・

市民税で 7万 7千円余り、課税対象で国保料 ・

介護保険料がランクアップされ3万 4千円余り

支出増。

平成17年の共済年金はさらに17万7千円程度

の減額になります。増税はこれで終わりではな

く、2007年までさらに大増税が計画されている。

会員 厚 木市在住 K氏 投稿

大衆課税の強化の計画

2004年1月 配 偶者特別控除の廃止 (▲38万円)

ク   公 的年金等の控除縮小

(65歳以上の課税最低額 140万 円→120万

円へ、120万円→ 70万円へ)

ク   老 年者控除の廃止 (▲50万円)

2005年6月 住 民税の配偶者特別控除の廃止

(専業主婦のいる世帝は増税)

ク   働 く妻の住民税均等害Jの非課税措置を

段階的に廃止

2006年1月 所 得税の定率減税の半減

(20%〔上限25万円〕を10%へ )

将来は廃止

6月 住 民税の公的年金等の控除縮小

ク 住 民税の老年者控除の廃止

ク 住 民税の定率減税半減

(15%〔上限4万 円〕を7.5%へ )

ク 働 く妻の住民税均等害」の非課税措置の

廃止

ク 住 民税の高齢者の非課税措置の廃止

住民税の均等害Jを一本化 (5%,10%,

13%を 10%に )

(年金か ら源泉徴収 される所得税が

12.5%に ナ曽秒0

2007年1月 所 得税の定率減税の廃止 ?

4月 消 費税の引き上げ ?

6月 住 民税の定率減税の廃止 ?

2005年2月 の OECD報 告 「所得格差と貧困率」

によると、日本の貧困率は15.3%で OECD諸 国の

5位 となっています。貧困値は一世帯当たりの年間

所得が238万円以下とされています。

ちなみに一世帯当たりの平均所得は579万7千 円

(2004年国民生活基礎調査)7年 連続減少、前年比

平成14年 平成16年 差

共済年金

厚生年金

そ の 他

2.492,800

945,096

80,100

2,377,934

934,662

80,783

Al14,866

A lo,434

683

収 入 計 3,517,996 3,393,379 A1241617

課 税 額

控 除 額

1,828,422

1,8891062

1,734,447

1 1 9 2 3 , 5 5 0 (注)

所 得 税

県 民 税

市 民 税

回 保 料

介 護 料

0

0

0

154,100

41,962

60,840

9,780

6,520

185,000

45,550

60,840

9,780

6,520

30,900

3,588

計 196,062 307,690 111,628

は 9万 6千 円減少 しています。 (川井弘次)
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神
奈
川
県
内

の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

寄
せ
ら
れ
る
消
費
者
の
苦
情
相
談
は
、
平

成
１６
年
度
に
約
１１
万
件
と
増
加
の

一
途
を

た
ど

っ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
高
齢
者

の
消
費
者
被
害
相
談
も
急
増
し
、
約
１
万

８
千
件
が
６０
歳
以
上
の
相
談
で
１５
年
度
の

約

Ｗ
倍

に
な

っ
て

い
ま
す
。

「自

分

は

し

っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
大
文
夫
」
「
輛

さ
れ
る
方
が
悪

い
」
な
ど
と
同
年
代
の
友

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
ど

つ
こ
い
相
手

が
上
手
、
そ
の
手
回
は
ま
す
ま
す
巧
妙
か

つ
悪
質
に
な

っ
て
い
ま
す
。
２
１
３
の
例

を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
１

（点
検
商
法
）

「近
所
で
工
事
し
て
い
る
の
で
挨
拶
に

き
ま
し
た
が
、
お
宅
の
屋
根
の
雨
樋
が
傾

い
て
い
る
、

つ
い
で
な
の
で
お
安
く
直
し

ま
し
ょ
う
か
」
と

い
わ
れ
２
，
３
千
円
で

す
む
と
思

い
見
て
も
ら

っ
た
ら

「
屋
根
が

相
当
痛
ん
で
い
る
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
大
変
」
な
ど
、
築
２０
年
な
の
で
不
安
に

な
り
、
基
礎
補
強
工
事
ま
で
次
々
に
勧
め

ら
れ
高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
に
な

っ
て

し
ま

っ
た
。

屋
根
や
、
耐
震
補
強
と
称
す
る
工
事
、

換
気
扇
や
調
湿
剤
の
工
事
、
リ
フ
オ
ー
ム

エ
事
な
ど
、
そ

の
工
事
が
本
当

に
必
要

か
？
　
地
元
の
業
者
に
見
て
も
ら

っ
て
か

ら
契
約
す
る
。

）

そ
の
２

（架
空

・
不
当
請
求
）

携
帯
に
着
信
が
あ
り
切
れ
た
。
折
り
返

し
電
話
を
し
た
ら
、
テ
ー
プ
案
内
の
声
で

指
示
が
あ
り

１
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら

「登
録
あ
り
が
と
う
」
と
の
声
。
ア
グ
ル

ト
の
よ
う
だ

っ
た
の
で
直
ぐ
切

っ
た
。
そ

の
後
３
日
以
内
に
２
万
円
払
え
と
の
請
求

が
あ

つ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
間
違

っ

て
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
４
万
円
払
え
と
表
示

さ
れ

「払
わ
な
い
と
自
宅
に
取
り
立
て
に

行
く
」
と
迫
ら
れ
た
。

携
帝
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
だ
け
や
メ
ー

ル
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
は
契
約
は
成

立
し
ま
せ
ん
。
相
手
に
連
絡
せ
ず
無
視
す

フつ
。

そ
の
３

（利
殖
商
法
）

証
券
会
社
で
な
か

っ
た
が

「未
公
開
株

で
、
こ
れ
か
ら
絶
対
あ
が
り
ま
す
よ
」
と

い
わ
れ
株
を
購
入
。
「
１
年
で
元
金
が
２
倍
、

３
倍
に
な
る
」
と
高
配
当
の
出
資
金
を
勧

め
ら
れ
応
募
し
た
。
い
ず
れ
も
業
者
が
破

綻
し
て
連
絡
が
と
れ
な
く
な

っ
た
。
電
話

で

「金
利
が
よ
い
商
品
だ
か
ら
ユ
ー
ロ
ー

一
こ

Ｔ
む

〃
”

悪

徳

商

法
そ
の
対
策

）

が
い
い
、
元
本
保
証
で
外
貨
預
金
の
よ
う

な
も
の
、
絶
対
儲
か
る
」
と
１００
万
円
の
外

国
為
替
証
拠
金
取
引
を
契
約
し
た
が
元
本

以
上
の
損
が
出
た
、
解
約
を
言

っ
て
も
応

じ
て
く
れ
な
い
。

簡
単
に
儲
か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
分
か
ら
な

い
も
の
に
は
手
を
出
さ
な
い
。

（注
）
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
と
は
、
外
国
通
貨

と
の
為
替
差
益
と
金
利
差
益
を
狙
う
取
引
。

少
な
い
証
拠
金
で
１０
倍
程
度
の
資
金
を
動

か
せ
る
が
そ
の
分
リ
ス
ク
も
高
い
。

そ
の
４

（次
々
販
売
）

「羊
毛
布
団
は
暖
か
く

て
よ
く
眠
れ
る
し
健
康
に

よ
い
で
す
よ
」
と
訪
ね
て

き
た
販
売
員
に
優
し
く
言

わ
れ
購
入
し
た
。
２
週
間

後
羽
毛
か
け
布
団
を
購
入
、

２
ヶ
月
後
、
「
ダ

ニ
を
防

ぎ
ま
す
よ
」
と
高
額
な
湿
気
取
リ

マ
ッ
ト

を
買
わ
さ
れ
た
。

羽
毛
布
団
、
浄
水
器
、
掃
除
機
、
着
物

な
ど
。
自
宅
と
い
う
密
室
で
、
長
時
間
話

し
合
わ
ね
ば
な
ら
な

い
事
態
を
招
き
、
結

局
交
渉
に
な
れ
た
業
者
、
強
引
な
業
者
に

押
し
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
簡
単

に
家
の
中
に
招
き
入
れ
な

い
。

窓
回
相
談
で
は
訪
問
販
売
に
よ
る
羽
毛

布
団
や
浄
水
器
、
住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
エ
事

な
ど
に
加
え
、
携
帝
な
ど
電
話
回
線
や
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
が
、
前
年
の
６
．
９
倍
と

急
増
し
、
１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

「為
替
相
場
」

の
項
目
が
８
位

に
入

つ
て

い
ま
す
。
低
金
利
政
策
や
医
療
費
負
担
増

な
ど
の
影
響
か
ら
少
し
で
も
収
入
を
増
や

し
た
い
と
願
う
高
年
者
に
対
し
て
、
為
替

相
場
の
リ
ス
ク
を
十
分
に
説
明
し
な
い
、

詐
欺
的
勧
誘
な
ど
、
悪
質
な
業
者
の
タ
ー

ゲ

ッ
ト
に
さ
れ
て
い
る
状
況
が
み
え
ま
す
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

マ
ス
コ
ミ
で
も
騒
が

れ
た
り

「振
り
込
め
詐
欺
」
は
少
し
沈
静

化
し
て
き
た
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
被
害
に

あ

っ
た
の
声
が
相
変
わ
ら
ず
聞
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
１０
月
末
に
開
催
さ
れ
た
神

奈
川
自
治
体
学
校
消
費
者
問
題
分
科
会
で

参
加
者
か
ら
、
瀬
谷
区
で
集
中
的
に

「振

り
込
め
詐
欺
」
事
件
が
発
生
し
４‐
万
円
を

搾
取
さ
れ
た
が
、
友
人
に
連
絡
し
た
こ
と

で
そ
の
友
人
は
被
害
を
ま
ぬ
か
れ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
で
の
話
合

い
、
ご
近
所
で
声
を
掛
け
合
う
と
か
、
団

地
自
治
会

ニ
ュ
ー
ス
で
広
報
す
る
と
か
が

大
切
で
す
。

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
最
寄
の
市
町

村
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
か
県
中
央
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

（０
４
５
１

３
１
２
１

１

１
２
１
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（本
山
文
子
）
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と
き
は
１１
月
２６
日
働
の
１３
時
３０
分
、
と

こ
ろ
は
座
間
の
県
立
谷
戸
山
公
園
、
な
な

め
前
の
市
役
所
に

「
キ
ャ
ン
プ
座
間

へ
の

米
陸
軍
第

一
軍
団
司
令
部
移
転
反
対
」
の

大
き
な
垂
れ
幕
、
ま
わ
り
を
禄

・
黄

・
赤

の
も
み
じ
に
囲
ま
れ
、
風
の
な
い
暖
か
な

晴
天
。
シ
ー
ト
の
上
に
弁
当
を
ひ
ろ
げ
、

家
族

・
子
供
づ
れ
な
ど

一
万

一
千
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

「知
ら
ざ
あ
言

っ
て
聞
か
し
ゃ
あ
し
ょ

う
／
」
弁
天
小
僧
を
中
心
に
、
白
浪
五
人

衆
が
舞
台
か
ら
み
ん
な
に
呼
び
か
け
る
。

（パ
ン
パ
ン
と
拍
子
木
）
「小
泉
組
長
が

ブ
ッ
シ
ュ
親
分
に
約
束
し
た
か
ら
と
押
し

つ
け
て
も
、
阻
止
す
る
ぞ
。
」
（ヤ
ー
と
シ

コ
を
踏
む
）

高
校
生
の
男
女
が

「米
軍
機
の
爆
音
で

授
業
が
中
断
さ
れ
る
」
、
「
デ
ー
ト
の
話
し

も
聞
き
と
れ
な

い
」
と
訴
え
る
。
若
者
が

踊
る
テ
ン
ポ
の
早

い
ソ
ー
ラ
ン
節
、
ノ
ム

ギ
太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
。

相
模
原
市
長

・
逗
子
市
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
平
和
大
会
の
海
外
代
表
発
言
の
あ
と
、

日
本
共
産
党
の
志
位
さ
ん
が

「
日
米
合
意

だ
と
い
っ
て

一
方
的
な
押
し
つ
け
、
こ
れ
は

だ
ま
し
討
ち
で
す
。
相
模
原
の
小
川
市
長

は
、
戦
車

に
ひ
か
れ
て
も
命
を
か
け
て
反

対
す
る
、
座
間
の
星
野
市
長
は
、
ミヽ
サ
イ
ル

宅
増
設

・
沖
縄
の
海
兵
隊
基
地
強
化
な
ど

全
国
各
地
と
連
帯
し
て
聞

い
を
拡
げ
て
行

●ヽ
〓
下
し
ょ
つヽ
。
」

こ
の
あ
と
、
基
地

コ
ー
ス
と
座
間
駅

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
デ
モ
行
進
。
オ
レ
ン

ジ
色
の
ス
テ
ッ
カ
ー
で

″戦
争
司
令
部
お

断
り
″
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
大
型
車

が
ス
レ
ス
レ
に
通
る
狭

い
道
を
上

っ
た
り

下

っ
た
り
、
ト
イ
レ
に
苦
労
し
な
が
ら
約

一
時
間
半
歩

い
て
来
ま
し
た
。
（鈴
木
二
郎
）

ｏ

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ

ｏ

九
条
守

る
誓

い
新
た
に

「神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
」
結
成
総
会

‐２
月
８
日
夜

県
民
セ
ン
タ
１
２
階
ホ
ー
ル

チ

ェ
ロ
の
何
と
も
言
え
ず
素
晴
ら
し
い

音
色
で
開
会
、
「無
伴
奏
チ

ェ
ロ
ソ
ナ
タ
」

な
ど
三
曲
に
会
場
は
う

つ
と
り
。
演
奏
は

神
奈
川
フ
ィ
ル
の
只
野
晋
作
さ
ん
で
す
。

が
撃
ち
込

ま
れ
て
も

阻
止
す
る

と
発
言
し
、

２７
万
も
の

反
対
署
名

が
集
ま

っ

て
い
ま
す
。

横
須
賀

ヘ

の
原
子
力

空

母

配

備

・
池
子

の
米
軍
住

七
時
か
ら

「九
条
の
会
」
の
小
森
陽

一

事
務
局
長

（東
大
教
授
）
の
記
念
講
演
。

あ
ら
わ
れ
た
の
は
九
首
の
地
味
な
セ
ー

タ
ー
に
黒
の
上
着
を
は
お
り
綱
目
の
ズ
ボ

ン
姿
の
人
。
教
授
だ
か
ら
、
講
師
だ
か
ら

当
然
背
広
だ
ろ
う
と

い
う
型
に
は
ま

っ
た

私
の
頭
に
は
新
鮮
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

演
題
は

「憲
法
を
め
ぐ
る
今
日
の
状
況

―
―
改
憲
勢
力
の
真
の
狙

い
と
国
民
運
動

の
課
題
」
。
眠
く
な
ら
ず
分
か
り
や
す

い

お
話
。
世
界
的
な
視
野
、
具
体
的
な
事
実

で
、
隣
近
所
で
よ
く
出
る
質
問

「北
朝
鮮

が
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
し
て
き
た
ら
」
な
ど
も

踏
ま
え
た
内
容
で
し
た
。

改
憲
の
真
の
狙

い
は
、
日
本
を
ア
メ
リ

カ
の
侵
略
戦
争
の
基
地
に
す
る
た
め
の
九

条
二
項
の
改
悪
に
あ
り
ま
す
。
憲
法
は
、

「主
権
者
」
で
あ
る

一
人
ひ
と
り
の
国
民

が
国
家
権
力
を
暴
走
さ
せ
な
い
た
め
の
最

高
法
規
。
自
民
党
の
改
憲
条
は
、
こ
れ
を

一
人
○
度
転
換
し
国
民
を
縛
る
最
高
法
規

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

心
に
残

っ
た
の
は

「
県
民
生
活
の
向
上

を
職
務
と
す
る
県
職
員
は
、
憲
法
を
守
る

役
割
を
担
う
公
務
員
と
し
て
、
憲
法
を
す

べ
て
の
人
の
生
活
に
生
か
す
よ
う
命
を
か

け
た
運
動
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
訴
え

で
し
た
。

ま
た
、
大
平
洋
戦
争
に
関
す
る
日
本
の

現
代
史
の
授
業
を
す
る
と
校
長
、
教
育
委

員
会
に
に
ら
ま
れ
る
と
の
阿
佐
見
健
会
員

の
話
、
鈴
木
三
郎
会
員
の
空
襲
体
験
談
、

説
得
力
あ
る
も
の
で
し
た
。

総
会
の
参
加
者

「
‐
‐
‐

は

一
六
〇
人
、
そ

の
う
ち

こ
だ
ま
会

員
は
四
〇
人
で
し

た
。
　

（虻
川
弘
子
）
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